
顕
祢
閃
林
左
衛
門
政
隙
が
之
に
任
じ
た
。
又
銀
座
に
一
百
石
と
銚
子
ご
千
質
問
を
提
供
し
て
、
銀
札
十
分
の

準
じ
て
札
座
を
芭
き
、
札
座
顕
五
人
・
帳
而
方
三
人
・
一
一
の
侭
訟
に
常
て
し
め
、
自
徐
は
明
年
以
降
皆
併
せ

銀
掛
二
人
・
算
問
方
二
人
・
銀
包
方
二
人
・
鰐
綱
方
ご
一
ん
こ
と
を
約
し
、
叉
諸
士
に
そ
の
秩
勝
献
納
を
強
要

人
・
口
銭
方
ご
人
が
mm
た
0.

一
し
た
。

ハ
四
〉
銀
鈴
の
結
額
l
百
目
・
五
十
日
・
三
十
日
・
二
十
一
ホ
ウ
レ
キ
タ
ネ
ン
カ
ナ
ザ
ハ
タ
イ
カ
ノ
キ
費
暦

R
・
十
匁
・
五
匁
・
一
一
一
匁
・
二
匁
・
一
匁
の
九
穫
で
、
後
一
九
年
金
湾
大
火
之
記
一
加
。
内
題
に
は
箆
隠
九
己

に
五
分
札
を
加
へ
た
。
銀
私
の
表
商
に
は
、
『
加
州
金
一
卯
年
加
州
金
津
火
事
之
一
容
と
あ
り
、
同
年
四
用
十

揮
貿
紗
』
『
質
勝
五
乙
亥
季
』
『
銀
百
日
』
『
割
以
紗
無
滞
一
日
の
犬
火
災
に
就
い
て
詳
叙
し
て
あ
る
O
編
者
不
詳
。

可
遡
行
。
儒
諮
之
者
可
磁
般
料
。
犯
人
於
訴
出
者
。
一
ホ
ウ
レ
キ
シ
ャ
ゴ
ウ
チ
ョ
ウ
費
暦
註
競
帳
貨

蝕
鑓
間
類
宥
之
。
資
銀
況
十
枚
。
以
可
給
犯
人
之
家
一
時
九
年
務
附
寺
祉
事
行
の
命
に
よ
っ
て
、
領
内
=
一
宇

財
也
。
』
の
文
字
が
築
習
で
印
刷
さ
れ
て
跨
た
。
一
闘
の
小
嗣
に
至
る
ま
で
悉
く
調
査
し
た
も
の
で
、
そ

ハ
五
〉
暴
動
腕
起
!
こ
の
銀
札
は
不
換
紙
幣
で
あ
っ
た
一
の
恨
の
去
に
枇
脱
政
前
名
幌
と
記
し
て
あ
る
。
こ
の

か
ら
、
銭
と
の
交
換
比
例
直
に
下
帯
し
、
贋
札
亦
行
一
一
般
加
が
以
後
枇
脱
の
勉
鑑
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

は
れ
、
翌
六
年
米
倒
蹄
抗
し
て
人
心
仰
々
た
る
も
の
一
ホ
ウ
レ
キ
ノ
タ
イ
カ
喪
暦
の
大
火
貿
腐
九
年

あ
っ
た
が
、
進
に
凶
用
十
ご
日
衆
民
鮒
集
し
て
直
に
一
四
足
十
日
巾
刻
、
金
持
泉
寺
町
玉
飽
寺
の
塔
限
界
昌

暴
動
化
し
、
戊
刻
か
ら
子
刻
の
聞
に
、
米
商
人
森
下
一
寺
か
ら
出
火
し
、
翌
十
一
日
巳
後
刻
ま
で
に
城
内
殿

町
釣
部
屋
仁
兵
衛
・
阿
茶
屋
三
郎
兵
衛
・
隠
濃
町
浅
野
一
関
を
初
め
民
家
萱
高
五
百
入
家
を
焼
き
、
死
者
廿
六

展
和
左
衛
門
・
新
阿
茶
屋
三
右
衛
門
・
下
腿
町
角
屋
揃
一
人
に
及
び
、
殺
コ
一
十
入
高
七
千
三
百
六
十
五
石
を
失

一
一
一
右
衛
門
・
袋
町
木
屋
藤
太
郎
の
家
を
襲
う
て
之
を
一
う
た
。
震
に
務
は
幕
府
か
ら
金
五
碍
隔
を
借
入
れ

破
壊
し
た
。
滞
乃
ち
人
心
の
鎮
静
に
努
め
、
十
三
日
一
て
、
一
時
の
念
に
捨
て
た
。

前
記
六
人
の
被
答
者
の
外
九
人
を
獄
に
投
じ
、
鋭
札
一
ホ
ウ
レ
ン
ジ
法
趨
寺
金
搾
野
町
寺
町
に
在
つ

泰
行
・
津
町
宇
右
衛
門
・
青
地
弼
四
郎
に
閉
門
、
前
回
一
て
日
諮
崇
に
臨
し
た
。
そ
の
初
は
不
詳
で
あ
る
が
、

源
一
点
左
衛
門
に
法
鼠
を
命
じ
、
十
四
日
金
持
町
奉
行
一
元
和
元
年
商
品
五
郎
兵
衛
が
重
恕
し
て
、
日
震
を
寺

二
人
の
職
を
慨
ひ
、
一
而
舵
札
犯
罪
者
た
お
滞
士
寺
一
主
と
し
た
と
い
ふ
o
後
抵
永
三
年
前
凶
利
常
の
京
師

商
略
正
の
家
人
山
町
奥
コ
一
右
衛
門
、
金
持
御
坊
町
の
一
か
ら
日
翁
を
伴
う
て
還
る
や
之
に
跨
ら
し
め
た
。
元

紺
屋
九
郎
兵
衛
、
越
中
悌
幡
江
村
の
十
材
源
五
及
び
一
線
十
年
五

.n時
の
住
持
罪
を
犯
し
て
禁
獄
せ
ら
れ
、

そ
の
同
類
を
斬
刑
に
鴎
し
て
、
銀
札
の
信
用
快
復
を
一
十
一
年
十
一
周
寺
蹴
断
絶
し
た
。
凶
っ
て
十
三
年
四

計

っ

た

。

一

刃

海

土

宗

の

心

岩

は

そ

の

萄

地

を

箭

う

て

大

図

寺

を

ハ
六
〉
緩
行
停
止

l
此
の
如
く
鋭
私
の
務
行
は
全
く
失
↑
之
に
移
し
た
。

敗
に
終
っ
た
か
ら
方
常
時
在
江
戸
の
前
凶
重
教
は
、
一
ホ
ウ
ロ
タ
ジ
マ
テ
イ
抱
路
島
邸
江
戸
深
川
地

六
周
期
日
替
を
以
て
旨
を
在
同
の
本
多
安
房
守
政
行
一
方
に
在
っ
た
加
賀
務
の
抱
屋
敷
で
、
そ
の
地
を
飽
燥

に
偲
へ
、
七
用
什
五
日
局
番
年
得
横
山
大
腕
隆
建
を
一
島
と
も
飽
簸
新
郎
と
も
縛
し
た
l

延
貨
の
江
戸
闘
に
、

し
て
鋭
札
停
止
の
命
を
渡
せ
し
め
た
。
こ
の
際
米
五
一
永
代
島
の
邸
外
別
に
一
匿
を
勝
出
し
て
、
松
平
加
賀

ホ
ウ

i
ホ
ク

守
と
記
し
た
も
の
是
に
憤
る
。
天
和
三
年
加
賀
務
が

.
牛
尾
邸
の
地
を
増
賜
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
幕
府
に
諮
う

た
時
の
文
中
に
、
永
代
島
の
屋
敷
ご
三
ヶ
腕
を
代
納

す
る
で
あ
ら
う
と
言
う
た
の
は
、
永
代
島
・
飽
簸
島
・

深
川
の
三
邸
を
指
し
た
の
で
あ
る
。
但
し
そ
の
地
荒

蕪
で
、
そ
れ
を
鵡
け
る
も
の
な
か
っ
た
か
ら
、
事
質

上
幕
府
に
交
附
し
た
の
は
貞
享
三
年
四
局
で
あ
っ

た
。
鹿
さ
二
高
三
千
億
歩
。

ホ
Z
ギ
吠
ホ
称
ィ
鳳
芸
郡
大
屋
庄
に
臨
す

る
部
落
。
明
治
申
空
熊
に
併
合
せ
ら
れ
た
。
能
管
誌
.

に
、
『
此
吠
木
村
領
溺
谷
と
呼
べ
る
所
に
、
大
地
ニ
ヶ

寺
の
陵
跡
あ
り
。
溺
・
礎
等
今
に
そ
の
儲
あ
り
て
、

大
木
の
槻
二
本
あ
り
。
』
と
恕
す
る
。

ホ
Z
ギ
ザ
タ
ラ
腕
木
観
珠
洲
郡
提
言
宗
法
住

寺
の
境
内
に
在
っ
た
。
元
秘
十
三
年
句
空
の
草
庵
集

に
、
『
能
州
肌
木
山
は
高
野
大
師
F

弘
法
》
開
基
の
腕
な

り
。
一
木
の
棋
を
手
づ
か
ら
植
ら
れ
た
る
に
、
山
を

出
で
給
ふ
時
、
わ
か
れ
を
惜
し
み
て
棋
の
な
き
け
る

よ
り
此
名
あ
り
と
ぞ
。
』
又
能
登
名
跡
志
に
、
『
肌
木
山

法
住
寺
は
則
法
住
寺
村
に
在
り
。
或
時
大
師
法
務
観

踊
の
聾
に
随
ひ
、
此
磁
に
舟
を
つ
け
給
ふ
に
、
何
闘

と
な
く
老
翁
一
人
来
て
目
、
我
住
む
山
に
棲
の
古
木

あ
り
て
、
夜
々
光
り
物
あ
り
て
肌
る
聾
あ
り
と
云
。

大
師
此
翁
に
み
ち
び
か
れ
て
登
り
見
給
へ
ば
、
法
惣

讃
舗
の
聾
は
此
木
の
聾
也
。
光
物
は
大
唐
よ
り
投
げ

給
ふ
腕
の
五
鈷
杵
也
。
』
と
あ
る
。

ホ
Z
ギ
ザ
ン
ホ
ウ
ジ
ユ
ウ
ジ
Z

ン
ギ
覗
木
山
法

佳
寺
縁
起
一
加
。
珠
洲
郡
提
言
宗
法
住
寺
の
縁
起

で
あ
る
。

ホ
Z
ギ
シ
ラ
ヤ
マ
ジ
ン
タ
ヤ
硯
ホ
白
山
締
結

珠
洲
郡
法
住
寺
ハ
部
務
名
〉
に
在
っ
た
。
式
内
等
萄
祉

担
に
、
『
既
木
白
山
跡
社
。
直
郷
眠
木
山
銀
座
。
鶴
枇

也
。
』
と
あ
る
。

-圃

ホ
ク
Z

ツ
イ
プ
ン
北
越
港
支
十
五
加
。
漆
田

平
次
者
。
著
者
の
捗
狼
し
た
文
集
・
諸
雑
記
中
、
加

越
能
三
州
に
閲
す
る
記
事
・
儒
文
・
序
政
・
願
文
・
讃

僻
・
尺
瞭
・
碑
文
・
餓
銘
等
得
る
に
随
う
て
集
め
た
も

の
で
あ
る
。

ホ
ク
エ
ツ
セ
ン
ソ
ウ
北
越
職
事

4
エ
チ
プ
セ

y
ツ
ウ
越
後
職
事
。

ホ
タ
Z
ツ
セ
ン
ソ
ウ
シ
ユ
ツ
ジ
ン
ニ
ツ
キ
北
越

臨
樹
祭
出
隙
日
記
一

mm。
入
里
知
盆
著
『
明
治
元
年

加
賀
滞
が
越
後
に
出
兵
し
た
時
、
そ
の
六

n
=日
小

川
仙
之
助
隊
の
補
充
と
し
て
潮
揚
附
足
抑
制
五
十
人
を

以
て
編
成
し
た
銃
除
の
牢
隊
司
令
役
で
あ
っ
た
務
者

が
、
十
周
廿
七
日
凱
旋
に
一
主
る
聞
の
日
誌
と
復
命
密

で
あ
る
。
容
初
に
は
同
じ
く
小
川
隊
の
後
藤
普
植
の

欝
い
た
北
越

m耀
砲
が
添
へ
て
あ
る
。

ホ
タ
Z
ツ
ル
イ
ジ
ユ
ウ
シ
日
ヤ
タ
北
越
類
従
史

暗
十
六
加
。
森
山
平
次
蒋
。
加
越
能
三
州
の
事
貨

に
し
て
、
凶
史
・
栴
式
以
下
諦
担
保
に
見
え
た
も
の

の
披
翠
で
あ
る
。

ホ
タ
カ
イ
北
海
加
盟
の
人
。
由
民
宗
東
一
献
の
併
。

一
名
努
了
。
嗣
都
民
磁
の
門
人
で
、
天
保
三
年
間
拭
司

に
任
ぜ
ら
れ
た
。

ホ
タ
カ
イ
シ
ダ
ン
北
海
臨
時
龍
一
加
拡
容
。
鼎

州
強
制
と
も
い
ひ
、
そ
の
鼎
州
は
加
越
能
コ
一
州
が
鼎

立
す
る
の
惑
な
る
こ
と
を
自
序
中
に
述
べ
て
ゐ
る
。

産
前
良
民
、
蝉
女
学
思
、
認
容
直
諌
、
父
子
容
罪
、

花
子
糊
響
、
玉
井
賢
媛
、
丹
州
伐
竹
等
の
目
に
よ
っ

て
、
種
々
の
逸
話
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

ホ
タ
カ
イ
ド
ウ
カ
イ
タ
タ
北
海
道
開
拓
明
治

ご
年
八
用
品
H
入
日
太
政
官
は
金
稼
滞
に
命
じ
て
、
指

海
道
北
見
闘
の
内
宗
谷
部
・
穂
文
樹
・
枝
幸
郡
の
支
配

と
開
拓
と
を
託
し
、
措
掘
経
営
し
て
質
功
を
血
中
ぐ
べ

き
こ
と
を
命
じ
た
が
、
務
は
到
底
そ
の
力
の
及
ぶ
能

七
四
九


